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「自分の中にある花畑」　
千葉県　南房総市立千倉小学校　５年
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　ぼくが小学校三年の時でした。朝食を食べていたある日、テレビのニュースで、ぎゃく待という話が流れてきた。「ぎゃく待って何？」と、お母さんに聞いてみたら「むごいことをするの。お腹がすいている子どもに食事を与えなかったり、暴力をふるったりすることよ。」と、言われた。その言葉を聞いて、一気に食欲がなくなった。それと同時に、お腹の中からフツフツと怒りがこみあげてきた。「お母さん、どうしてぎゃく待なんてするの？ぼくには全く理解できない。」というと、「しつけとぎゃく待の境目は難しいから、この機会によく考えてみるといいわね。」と言われた。
　ぼくは小学一年と二年の夏、おばさん（お母さんの妹）夫婦とおばあちゃんと、山梨県北杜市にあるひまわり畑を見に行った。お父さんは仕事が忙しく、お母さんは妊娠中で、お腹が苦しいから、と一緒に行けなかった。ぼくはせめて今年くらいは・・・と思っていたのに「赤ちゃんがまだ小さいから、朋希だけでも楽しんできてね。」と言われ、かなり不満だった。でも、ひまわり畑を見たら、そんな気持ちは全部忘れてしまうくらいきれいだった。きれいの一言では言い表しきれないくらいきれいだった。帰宅して、お母さんにひまわり畑の話をしてあげると「よかったわね。きっとこれから先、そのひまわり畑は朋希の力になってくれるわよ。」と言われその時はぼくの力になるってどういうことだろう？と不思議に思った。
　お母さんが弟を生んでから、ぼくの生活は一変した。いつも、ぼくのことを優先してくれていたお母さんは弟の世話で忙しく、ぼくは後回しされることが多くなった。それでも弟が赤ちゃんの頃はまだよかった。ぼくも弟の世話をして、お母さんの力になっているという喜びがあったからだ。でも、弟が歩いて話し始めるようになるとケンカをすることが多くなった。ぼくはできるだけ弟に優しく接したいと思っている。でも、宿題のプリントに落書きされたり、大切にしている本を放り投げたり、いたずらというより、意地悪にしか感じられない。だから優しい気持ちになれないことが多い。そんなある日。ピアノのレッスン中、弟がいたずらにけんばんをひいてじゃまをしてくるので、やめて！と注意した。でも、何度もじゃまされ、イライラしてたたいてしまった。一度たたくと、それだけでは足りなくて何度も何度もたたいてしまった。手が赤くなり、心も痛くなった。もしかしたら、ぎゃく待をしてしまう人もこんな気持ちなのだろうか？そう思ったら泣きたくなった。お母さんに打ち明けると「ありがとうね。朋希はお兄ちゃんとしていつも色々頑張って考えてくれているのよね。」と抱きしめてくれた。ぼくの心が少しだけ軽くなった。ぼくは「お母さんはたたきたいという気持ちになった時どうしているの？」と聞いてみた。お母さんは「とりあえずひとりになって、白間津のお花畑を思い出すようにしているの。そうすると、気持ちが落ち着いてくるの」と言った。ぼくの住んでいる白間津では二月頃から花畑が広がり、花摘みの観光客もいっぱい来る。色鮮やかなストックや金魚草が広がる花畑はとてもきれいだ。それから、お母さんは「妊娠中に見た白間津の花畑がすごくきれいで、すごく幸せな気持ちになったの。だから、心が苦しくなった時、あの花畑を思い出すようにしているのよ。」とも話してくれた。その時、ぼくの中で北杜市で見たひまわり畑が思い浮かんだ。辺り一面に広がる黄色のじゅうたん。とてもきれいで、とても幸せな気持ちになった。そうか、ぼくも弟をたたきたくなった時、ひまわり畑を思い出せばいいんだ。あの時、お母さんが、ぼくの力になってくれるといった意味がようやくわかったよ。
　残念ながら、世の中にぎゃく待をしてしまう人はいる。だって子どものぼくですら、イライラが止められないで小さな弟をたたいてしまうのだから、大人になったらもっとイライラすることが増え、ぎゃく待も増えてしまうかもしれない。でも、それは絶対ダメな事。たたいたらたたいた分だけ心が傷つくのだ。ぼくもそうだった。もし、たたきたくなったら、自分の中にある花畑を思い出してほしい。大きな花畑でなくてもいい。テレビや本や空想の中の花畑でもいい。思い出すことによって、心は落ち着くはず。もちろん、それだけでイライラが全部消えるわけではないけど心にゆとりができるはず。そのゆとりが増えてくれば、必要以上にたたくことは減らせると思う。それから、近くに苦しい気持ちを抱えている人がいたら、話をきいてあげてほしい。ぼくはお母さんに話をきいてもらうと、それだけですごく心が軽くなるのだ。どんな人に対しても優しい気持ちを忘れず、自分の中にある花畑を持ち続ければ、明るい社会になっていくと信じている。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６５回“社会を明るくする運動”作文コンテスト





全連合小学校長会長賞（優秀賞）


賞








